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建築物における SDGs 達成に資する取組みを 
評価するチェックリストの開発 
 
DEVELOPMENT OF A CHECKLIST FOR ASSESSING STAKEHOLDERS' EFFORTS IN BUILDING 
INDUSTRY TO CONTRIBUTE TO THE ACHIEVEMENT OF THE SDGS 
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主査 川久保俊   副査 出口清孝 
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
The "2030 Agenda for Sustainable Development," adopted by the United Nations General Assembly in 
September 2015, is a global action plan that aims to put into practice the "sustainable development" proposed 
by the Brundtland Commission in 1987 within a broader framework. The SDGs are at the core of this plan. 
This study proposed a checklist to assess buildings from the perspective of the SDGs to measure the degree of 
contribution of the building sector to the achievement of the SDGs. As a result, a total of 161 items were 
created. In addition, to demonstrate the validity of the results, a case study was conducted using existing 
high-performance buildings, and it was confirmed that buildings with unique innovations from the perspective 
of the SDGs were assessed highly. 
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１． はじめに 
（１）研究背景 
1987 年、国連のブルントラント委員会による報告書
「Our Common Future[1]」で提示された「持続可能な開
発」の概念は地球環境時代のパラダイムとして世間に広
く認められるに至った。持続可能な開発とは、「現世代
のニーズを満たしつつ、将来世代のニーズも同時に満た
すような開発」と定義されている。これは環境負荷を抑
制しつつ、環境品質の向上を目指すものであり、
CASBEE[2]（建築環境総合性能評価システム）における
Quality（環境品質）と Load（環境負荷）に基づく評価体
系の枠組みは、持続可能な開発の理念を建築分野で実現
すべく構想されたものであると捉えることができる。 
2015 年 9 月、国連総会で採択された「持続可能な開発
のための 2030 アジェンダ[3]」は、ブルントラント委員
会が提示した持続可能な開発の考え方をより広い枠組み
で具体化することを目指す、世界共通の行動計画である。
その中で打ち出された SDGs[4]（持続可能な開発目標）
は、2030 年までに達成すべき目標として取り纏められた
ものであり、17 のゴール及び 169 のターゲットから構成
されている。建築分野としても SDGs 達成に貢献すべき
であり、その貢献の程度を計測するために、SDGs の理念
に基づく建築・都市の評価を実施すべきであると考える。 
「持続可能な開発のための 2030アジェンダ」の文中で、
人間（People）と地球（Planet）の繁栄（Prosperity）は平
和（Peace）とパートナーシップ（Partnership）の下で達
成されるという「持続可能な開発」の基本理念が示され
ている。ここでの「人間と地球の繁栄」とは、人間生活
における環境品質（Quality）の向上と地球に対する環境
負荷（Load）の削減と理解することができ、CASBEE に
おける環境品質（Quality）の向上と環境負荷（Load）の
削減の同時達成の枠組みと軌を一にする考え方である。
すなわち、SDGs に基づく建築・都市評価と既存の
CASBEE の建築・都市評価は、その理念において親和性
が高いと考えられる。 
（２）研究目的 
本研究では、サステナブル建築・都市の普及推進の一
助となることを目指し、以下の 2 点を実施する。 
①サステナブル建築・都市の評価における CASBEE と
SDGs の位置づけを整理することを目的として、既存の
CASBEE の評価に使用されている各評価項目と SDGs
の 17 のゴールの対応関係について明らかにする。 
②①を踏まえて、SDGs の理念に基づいた建築物の評価を
目的として、建築物の SDGs 達成に資する項目を整理
し、建築物における SDGs 達成に資する取組みを評価
するチェックリストの開発を試みる。 
２． SDGsの 17のゴールとCASBEEの評価項目の
対応関係の調査 
（１）調査方法 
表1に本研究で用いたCASBEEの各評価ツールを示す。
CASBEE の評価ツールは時代の要請に応じ、複数回の改
訂を重ねている。本研究では、CASBEE の各評価ツール
はそれぞれ最新版を参照した。CASBEE の評価項目は階
層化された項目で構成されており、その中でも最も細分
化された評価項目[注 1]と SDGs の 17 のゴールとの対応
関係を調査した。なお、対応関係は以下の 3 つのように
定義付けた。 
CASBEE で評価対象とする取組みのうち、 
1. ゴールの達成に直接的に貢献するもの 
2. ゴールの達成に間接的に貢献するもの 
3. ゴールの達成への効果が不明瞭なもの 
本研究では、結果の普遍性を向上させるため、複数人
で対応関係の分類を行った。CASBEE の評価項目と SDGs
のゴールを対応づける際は、適宜、総務省が仮訳した
SDGs の 169 のターゲット、232 のインディケーターの文
言を参照し[9]、17 のゴールに振り分けた。 
CASBEE の評価項目と SDGs のゴールの対応関係を分
類する際の具体例を以下に示す。例として、CASBEE-建
築（新築）の「LR1.1 建物外皮の熱負荷抑制」の評価項
目を挙げる。この評価項目は、エネルギー使用量を削減
するための工夫や努力を評価するために設けられている。
このことから、エネルギー使用量の削減に関連している
ため、ゴール 7（エネルギー）の達成に直接的に貢献して
いるものとした。また、エネルギー使用量の削減が気候
変動の緩和につながるため、ゴール 13（気候変動）の達
成に間接的に貢献しているものとした。その他のゴール
の達成に関係する可能性もあるが、拡大解釈によってゴ
ール達成への関係性が弱い評価項目まで含めてしまう恐
れがあるため、その他のゴールの達成への効果が不明瞭
なものとした。 
以上のように、CASBEE の各評価ツールの全評価項目
を対象に、SDGs のゴールとの対応関係の調査を行った。 
（２）調査結果 
CASBEE の 4 つの評価ツールの全評価項目（計 223 個）
を対象に、SDGs の 17 のゴールとの対応関係を調査した
結果を示す。 
図 1 に CASBEE-戸建（新築）の各評価項目と SDGs の
各ゴールとの対応関係を整理した結果を示す。CASBEE-
戸建（新築）では、ゴール 12（生産・消費）の達成に直
接的に貢献している評価項目が最も多い。この結果は、
長期使用が可能である建材の利用（QH2.1）や省資源・廃
棄物抑制の取組み（LRH2）を評価する項目が多く設定さ
れているためである。また、室内環境の快適性の維持に
よる健康被害抑制の取組み（QH1.1 他）を評価する項目が
多いことから、ゴール 3（保健）の達成に間接的に貢献す
る評価項目の数が多い。 
表 1 評価対象とする環境性能評価ツール 
対象範囲 評価ツール 発行年 
戸建 CASBEE-戸建（新築）[5] 2018 
建築 CASBEE-建築（新築）[6] 2016 
街区 CASBEE-街区[7] 2014 
都市 CASBEE-都市（世界版）[8] 2017 
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図 1 CASBEE-戸建（新築）と SDGs の対応結果 
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図 2 CASBEE-建築（新築）と SDGs の対応結果 
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図 3 CASBEE-街区と SDGs の対応結果 
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図 4 CASBEE-都市（世界版）と SDGs の対応結果 
図 2 に CASBEE-建築（新築）の各評価項目と SDGs の
各ゴールとの対応関係を整理した結果を示す。CASBEE-
建築（新築）においても、ゴール 12 の達成に直接的に貢
献している評価項目が最も多い。該当する評価項目の内
容も CASBEE-戸建（新築）の評価項目と概ね同様であっ
た。どちらの評価ツールも建物単体を評価対象としてい
ることから同様の傾向が見られたと考えられる。 
図 3 に CASBEE-街区の各評価項目と SDGs の各ゴール
との対応関係を整理した結果を示す。CASBEE-街区では、
ゴール 11（都市）の達成に直接的に貢献している評価項
目が最も多い。この結果は、CASBEE-街区が理念として
いる「持続可能なまちづくり」の推進とゴール 11 の理念
との関係性が深いためであると考えられる。 
図 4 に CASBEE-都市（世界版）の各評価項目と SDGs
の各ゴールとの対応関係を整理した結果を示す。
CASBEE-都市（世界版）では、SDGs の全ゴールの達成に
直接的に貢献している。これは、CASBEE-都市（世界版）
の開発段階から SDGs との対応関係について整理した上
で評価項目が設定されているためである。 
図 5 に SDGs の観点から見た CASBEE の各評価ツール
の比較結果を示す。CASBEE の評価項目の SDGs への対
応度については、全評価項目のうち SDGs に直接的に貢
献している項目の割合を算出したものである。結果とし
て、評価対象のスケールが大きくなるにつれて、直接的
に貢献しているSDGsのゴールの数が増加した。CASBEE-
建築（新築）では建築特有の詳細な評価項目を設定して
いるため、SDGs への対応度が他の評価ツールの結果と比
較してやや低いものの、どの評価ツールでも SDGs への
対応度が半数を超えた。以上のことより、CASBEE と
SDGs の親和性が高く、CASBEE の評価項目をサステナブ
ル建築の評価として援用できる可能性が示唆された。 
 
３． 建築物における SDGs 達成に資する取組みを 
評価するチェックリストの開発 
（１）本評価の基本的な考え方 
CASBEE は計画された／竣工した建物等の環境性能を
総合的に評価するために開発されたものである。他方、
SDGs は長期的視点から人類と地球の持続可能性の向上
に向けて幅広い社会変革を目指す行動計画である。言い
換えると、CASBEE は建物等の性能を評価するものであ
るのに対して、SDGs は行動計画の視点から建物を建てる
／使う際の工夫や配慮の実現を目指すものと捉えること
ができる。図 6 に CASBEE 評価と建築物の SDGs 達成に
資する取組みの評価の視点の違いを示す。 
例えば、建物①、②、③を CASBEE にて評価した時に
3 つの建物の Q と L が同じ場合は 3 つの環境性能の評価
結果は同じになる。しかし、社会変革に向けた行動計画
という SDGs の視点が導入されれば 3 者の評価に差が生
じ得る。以上のように、CASBEE 評価とは異なる SDGs
軸を新たに加えることを本評価の基本的な考え方とする。 
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図 5 SDGsの観点から見た CASBEEの各評価ツールの比較 
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図 6 CASBEE 評価と建築物における SDGs 達成に 
資する取組みの評価の視点の違い 
 
Ⓐ SDGsの17のゴール及び169のターゲット
Ⓑ それぞれのゴール、ターゲットの趣旨に対応して
建築物の計画、生産、運用、廃棄等の
各フェーズでSDGs達成に関連する項目を列挙
Ⓒ Ⓑの中で特に、建築物の作り方/使い方の評価に
関連の深い項目を抽出
Ⓓ 各ゴールのⒸの部分を受け、建築物の評価として明示する
SDGsのゴールに集約 （当該ゴールの評価として採用 or 他のゴールに集約）
 
図 7 本評価における評価項目の検討プロセス 
 
（２）評価項目の検討プロセス 
図 7に本評価における評価項目の検討プロセスを示す。
はじめに、Ⓐ人類と地球の持続可能性の向上に資する行
動計画である SDGs の 17 のゴール、169 のターゲットの
中から、Ⓑ建築物の計画、生産、運用、廃棄にかかわる
項目を抽出した。続いて、Ⓒ建築物の作り方／使い方の
評価に関連の深い項目や取組み事例を抽出した。さらに、
Ⓓ建築物の計画／評価のマテリアリティを特定・明示す
るため、SDGs のゴールへの集約の検討を行った。表 2 に
検討結果を示す。Ⓐの 17 のゴール、169 のターゲットの
うち、Ⓑでは 85 項目、Ⓒでは 92 項目となった。Ⓒの項
目を確認しながら SDGs の 17 のゴールを建築関連の取組
みに特に深い幾つかのゴールに集約できないか検討し、
12 のゴールに集約した。 
（３）採点方法 
本評価では従来の評価視点に比べ、よりグローバルな
視点に立って網羅的な評価を行うことに注力している。
そのため、採点者による主観的評価が一部含まれること
も考えられ、SDGs の取組度を細かく定量的に採点するこ
とが困難である。そこで本研究では、住まいの健康性を
評価する際[10]や企業の SDGs への取組状況を確認する
際[11]にも利用されている「チェックリスト方式」を採
用する。チェックリスト方式を採用する際のメリットは
設計時の問題点を明らかにできる点やプロジェクトの成
果を増大させることができる点である。本チェックリス
トの評価では、SDGs のゴール 1～17 に関連する項目を別
個に採点し、その結果をもとに総合的な SDGs の取組度
を示すことを特徴とする。 
評価基準については、対象建築物の各用途に適切に対
応できるよう検討するとともに、可能な限り基準の統一
化を図りシンプルなシステムを目指した。各項目の採点
基準は、以下の考え方に従って設定した。 
①本チェックリストの各評価項目は、「取り組んでいな
い（1 点）」、「取り組んでいる（2 点）」、「積極的
に取り組んでいる（3 点）」の 3 段階で採点を行う。 
②CASBEE の評価を援用している項目は CASBEE 評価の
レベル 1～5 のうち、レベル 1 を「取り組んでいない」、
レベル 2、3 を「取り組んでいる」、レベル 4、5 を「積
極的に取り組んでいる」として扱う。 
③その他、採点項目の内容に関連する取組みで特に強調
したい事項があれば、特筆事項として記述可能である。
その上で、取組内容が国内外の情勢に照らし合わせて
加点に値するようなものである場合は自身の判断で加
点できるような枠組みとした。 
（４）評価結果の表示 
本チェックリストの評価結果は SDGs のゴール別の得
点と総合的な SDGs の取組度（総合点）の 2 つのパター
ンで表示する。 
SDGs のゴール別の得点では、各評価項目の平均値とし
て算出した[注 2]。算出された得点はゴール別の特徴・課
題を浮き彫りにするため、図 8 に示すように棒グラフと
数値を用いて結果表示を行った。総合的な SDGs の取組
度を示す際には、SDGs のゴール別の得点を平均し、式
（1）に示すように 3 段階評価から 5 段階評価に変換して
算出した。算出された点数に応じ、表 3に示すようにSDGs
の円環の数でランク表示を行った。これらによって、
SDGs の観点から対象建築物への取組み努力量を多角的
かつ総合的に把握することが可能である。 
これらを基に、建築物における SDGs 達成に資する取
組みを評価するチェックリストの開発を行った。図 9 に
本研究で開発したチェックリストのゴール別の評価項目
数を、表 4 に評価項目の一覧を示す。 
 
総合点=（全ゴールの平均点－1）×2+1 （1） 
 
図 8 評価結果の表示イメージ（ゴール別） 
 
表 3 チェックリストのランク表示（総合結果） 
評価 ランク表示 
SDGsの達成に大きく貢献し得る取
組みを行っている（4.5 点以上）  
独自の工夫を凝らし、SDGs の達成
に貢献し得る取組みを行っている
（3.5 点以上 4.5 点未満） 
 
能動的に SDGs の達成に貢献し得
る取組みを行っている（2.5 点以上
3.5 点未満） 
 
建築関係者として求められる一定
水準の取組みを行っている（1.5 点
以上 2.5 点未満） 
 
建築関係者として最低限の取組み
を行っている（1.5 点未満）  
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図 9 本研究で開発したチェックリストの評価項目数 
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図 10 本評価結果の平均値（CASBEE ランク別） 
４． 建築物データを用いたケーススタディの実施 
本研究にて開発したチェックリストを用いて、幾つか
のケーススタディを実施した。全評価結果の平均値はゴ
ール別で見ると、概ね 2.0～2.5 点に分布し、総合結果は 5
点満点で 3.46 点であった。図 10 に全評価結果の中でも既
存の CASBEE 評価で非常に高い評価を受けている群（S
ランク群）と高い評価を受けている群（A ランク群）に
分けて平均値を算出した結果を示す。CASBEE 評価にお
いては、S ランクは「素晴らしい」、A ランクは「大変良
い」とされている。ゴール 7 以降の結果において S ラン
ク群と A ランク群で差が生じていることが明らかになっ
た。例えば、ゴール 7 に着目すると、S ランク群の建物で
は ZEB を達成しているものや地中熱利用によりエネルギ
ー消費量の削減に取り組んでいるもの等の建築物への工
夫が見られた。このような点が高評価につながったと考
えられる。一方、これらの結果は CASBEE 評価において
も比較的ランクが高く、積極的に環境配慮に取り組んだ
建築物の評価に集中している点に留意する必要がある。 
 
５． まとめ 
（１）得られた知見 
本研究では、サステナブル建築の評価における
CASBEE と SDGs の位置づけを整理し、その上で SDGs
の観点に基づく建築物の作り方/使い方を評価するチェッ
クリストの開発を試みた。得られた知見を以下に示す。 
①CASBEE の評価ツールにおいて、戸建・建築物スケー
ルではゴール 12（生産・消費）、街区・都市スケール
ではゴール 11（都市）に対応する評価項目が多い。
CASBEE の評価項目の SDGs への対応度はどのツール
においても 50%以上であり、CASBEE と SDGs の親和
性が高いことを明らかにした。 
②建築物における SDGs 達成に資する取組みを評価する
チェックリストの開発を試みた。建築物の計画・生産・
運用・廃棄全てに関わる項目を洗い出し、建築物を評
価するのに値する項目を厳選した。さらに SDGs の 17
ゴールのうち、建築物の SDGs に関連する取組みを評
価する際により適していると考えられる 12ゴールに集
約し、チェックリスト方式で評価する方法を提案した。 
③②の結果を踏まえて全体で 161 の評価項目を作成し、
既存の建築物のデータを用いてケーススタディを実施
した。結果、SDGs の観点から独自の工夫を凝らすなど、
能動的に SDGs の達成に貢献し得る取組みが備わって
いる建築物は高い評価を得られたことを確認した。 
（２）今後の展望 
本研究のテーマとして取り上げた建築物における
SDGs 達成に資する取組みを評価するチェックリストの
開発に関する研究は緒に就いたばかりであり、評価手法
や評価項目の妥当性、評価結果の表示方法等の様々な面
で多くの課題が残されている。そのため、今後も継続的
に改善を重ねていく必要がある。 
謝辞：本研究のチェックリストの開発に関しては、建築
環境・省エネルギー機構（ IBEC）内に設置された
「CASBEE-SDGs 検討小委員会」及び「CASBEE-建築
SDGs 対応 WG」（委員長：伊香賀俊治）の協力のもと
実施されたものである。また、建築物データを用いたケ
ーススタディに際しては、「CASBEE-建築ケーススタデ
ィ WG」（委員長：半澤久）の委員の皆様にご協力いた
だいた。ここに記して関係各位に深甚の謝意を表する。 
 
注釈 
注 1）CASBEE の評価ツールは大項目、中項目、小項目…
と細分化されており、最も細分化された部分に詳細
な評価目的や評価基準などが記載されている。 
注 2）本チェックリスト内の評価項目は大項目と小項目で
構成されている。各大項目内の小項目の平均値を大
項目の点数、大項目評価点の平均値を各ゴールの点
数としている。 
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表 2 建築物の SDGs 達成に資する項目の位置づけ 
Ⓐ 
SDGs 
のゴール 
Ⓑ建築の計画、生産、運用、廃棄等
における SDGs 達成に関連する項目 
Ⓒ特に、建物の取組み評価に関連の 
深い項目（取組みの事例） 
Ⓓゴール 
の集約
の検討 
 
Ⓐ 
SDGs 
のゴール 
Ⓑ建築の計画、生産、運用、廃棄等
における SDGs 達成に関連する項目 
Ⓒ特に、建物の取組み評価に関連の 
深い項目（取組みの事例） 
Ⓓゴール 
の集約
の検討 
ゴール 
1 
アフォーダブル住宅、低所得者向け 
住宅等の計画と供給 
環境性能を確保した上での合理的な 
設計・施工によるローコスト化 
ゴール 
12 
等に 
集約 
 
ゴール 
8 
優良ストックの蓄積と資産価値の向
上 
住宅・建築物の長寿命化に対する工
夫 
集約 
しない 
 
ライフサイクルコスト（LCC）の 
安い住宅・建築物の計画と供給 
光熱費や医療費削減につながる 
高い環境性能の確保 
 建設者・労働者の働き方改革（女性、
障がい者、外国人、高齢者等の活躍
の推進） 
ダイバーシティへの取り組み、働き
方改革  
災害に耐えうる強靭な住宅・建築物 
の計画と供給（被災を契機とした 
貧困化の防止） 
地震・火災・風水害等に耐えうる 
性能の確保 
 
 地域資源（地域の特色ある人材、建
材等）の活用 地域材の積極的利用  
建物のレジリエンス性能の向上 レジリエントデザイン（LCP、BCP） の導入 
 
ゴール 
9 
建築産業のイノベーションの促進 
現場における最先端技術や建材の 
積極的活用を通じた新技術開発の 
機運の醸成 
集約 
しない 
 
生産者、流通関係者の貧困化防止に 
資するフェアトレード建材・設備等 
の採用 
持続可能な生産体制の整った建材 
（森林認証材等）の利用 
 
 
建物利用者のイノベーションを誘発 
する建築環境の創出 
コミュニケーション/リラクゼーシ
ョン/リフレッシュスペース等の 
確保、情報通信技術へのアクセス 
 
ゴール 
2 
災害時における食料確保 
食料供給が途絶するような非常事態 
発生時にも困らない食料備蓄 
スペースの確保 ゴール 
12 
等に 
集約 
 
 
建物のレジリエンス性能の向上 
レジリエントデザイン（BCP、LCP） 
の導入  
天候等に左右されずに安定的に食料 
生産が可能な施設の計画と供給 
安定的に食料生産が可能な施設の 
計画と供給 
 災害等の非常事態発生時にも困ら 
ない食料備蓄スペースの確保、 
ハザードマップの確認 
 
将来の農地化等も見据えた住宅・ 
建築物の解体時における土壌の質の 
改善 
ブラウンフィールドの再生、 
土壌改良 
 
 地震・火災・風水害等に耐えうる 
性能の確保  
ゴール 
3 
住宅・建築物利用者の健康維持増進 
（ウェルネスハウス、ウェルネスオフ
ィス） 
温熱環境（断熱・気密性能の確保） 
集約 
しない 
 
ゴール 
10 
環境弱者への配慮 
（子ども、高齢者、障がい者等） 
キッズデザイン 
ゴール 
5 
等に 
集約 
空気環境（有害物質を含む建材の 
不使用、禁煙・分煙への配慮、感染 
症予防のための最低湿度の確保） 
 エイジフレンドリーデザイン 
 バリアフリーデザイン 
 性差、世代、宗教等に関わらず 
使いやすい建築環境の計画と供給 ユニバーサルデザイン 光環境（遮光性能の確保）  
音環境（遮音性能の確保）  
ゴール 
11 
アフォーダブル住宅、低所得者向け 
住宅等の計画と供給 
環境性能を確保した上での合理的な 
設計・施工によるローコスト化 
集約 
しない 
衛生環境（空気質、水質、土質の 
改善） 
 
 交通計画と連動した建築デザイン 交通事故防止、公共交通との連携 
安全（転倒・転落事故等の防止措置、 
バリアフリー、建物周辺での交通 
事故の防止） 
 住民との協働 パブリックインボルブメント 
 
大気、水、土壌保全への配慮 非燃焼系暖房機器の採用、 
汚水浄化、中水利用、土壌改良等  
安心（防犯・プライバシー確保）  
防災・減災への配慮 レジリエントデザイン（LCP、BCP） の導入 病院利用者・医療関係者の健康被害 
発生リスクの低減 
院内感染（空気感染、飛沫感染、 
接触感染）予防に配慮した環境整備 
 
 
まちなみ・景観への配慮 まちなみ・景観への配慮した建築 
計画 有害物質を含む建材等の採用回避な
どを通じた生産者、流通関係者の健
康被害防止 
有害物質を含む建材の不使用 
 
 
地域生態系等への配慮 生物多様性への配慮、 生態系保全に配慮した外構の計画  
近隣居住者の健康被害防止 近隣トラブルを誘発しうる騒音・ 振動・悪臭・粉塵発生等への配慮 
 
ソーシャルキャピタルの醸成に 
貢献する住宅・建築物の設計 
騒音・振動・悪臭対策による 
トラブルの回避、コミュニケー 
ションスペースの確保 
 
ゴール 
4 
自宅学習に適した建物環境の計画と
供給 
居住者のニーズ（子供の成長等）に 
合わせて間取り等の変更が可能な 
設計上の工夫（壁の可動性、 
スケルトンインフィル等） 
集約 
しない 
 
 
都市やコミュニティのスマート化 
への貢献 
都市のスマート化と連携する建築 
計画（スマートシティ、コンパクト 
シティ等）、 
 
 
学習に適した温熱、空気、光、音環
境の整備 
 分散型エネルギーシステムの構築 
一般教育に適した建物環境の計画と 
供給 
 現地調達の推進 地域材の積極的利用 
 環境配慮建築物の計画と供給 住宅・建築物の環境性能評価・認証 
専門教育（技術教育、職業教育等） 
に適した建物環境の計画と供給 
 歴史的建築物の再生・保存・運用 リノベーション、コンバージョン 
 
ゴール 
12 
住宅・建築物の長寿命化 住宅・建築物の長寿命化に資する 性能、取り組み 
集約 
しない 
質の高い教育を提供できる学校建築 
の計画と供給 
学習環境の整備（オープン化、ICT 
化、バリアフリー化、木質化、エコ 
スクール化等） 
 
 現地調達の推進 地域材の積極的利用 
 
建材の持続可能な生産と消費 持続可能な生産体制の整った建材 （森林認証材等）の利用 教育現場におけるジェンダー、弱者 
配慮 ユニバーサルデザイン 
 
 
建築設備の適正運用・管理 定期点検（アフターサービスなども 含む） 教職員にとっても働きやすい環境の 
整備 スマートウェルネスデザイン 
 
 
建築時における各種資源の有効活用 水、空気、土壌汚染対策、 
生産・解体廃棄物の削減（3R） 
ゴール 
5 
性差、世代、宗教等に関わらず 
使いやすい建築環境の計画と供給 
空間のゆとり（シンプルな動線、 
間取り） 
集約 
しない 
 
 
運用時における各種資源の有効活用 
節水、節電等運用時の CO2 排出量の 
削減、水使用量の削減、モニタリン 
グ、エネルギーマネジメント 
家事・子育て・介護等の負担を 
軽減する設計上の工夫 
 
 
キッズデザイン、エイジフレンドリ
ーデザイン（誰でも利用しやすい 
建築設備の採用） 
 有害物質の使用抑制と適正管理 有害物質を含有する建材の使用削減 
 建設・運用・廃棄時の CO2 排出量の 
削減 
建設・運用・廃棄時の CO2 排出量の 
削減  
温冷感評価に対する性差に対応した 
設計上の工夫 
 建設活動におけるサプライチェーン
の把握 
サプライチェーンを意識した資材調
達  
LGBT 等に対応した設計上の工夫  
ゴール 
13 
気候変動の緩和に資する住宅・建築 
物のデザイン 建物のライフサイクル CO2 の低減 
集約 
しない 
あらゆる人が建築生産に関わりやす 
い作業環境の実現 ユニバーサルデザイン 
 
 
気候変動の適応に資する住宅・建築 
物のデザイン 
ヒートアイランド抑制 
（緑化、高反射性塗料の活用） 
ゴール 
6 
水資源の有効活用 
節水（節水機器の採用等） 
集約 
しない 
 
雨水・雑排水の利用（タンクの設置 
等） 
 屋内における熱中症予防を回避する 
冷房効率の高い高性能躯体の採用  
水循環への配慮 雨水浸透（雨水浸透桝等の利用）  気候変動に関わる災害の早期警戒、 
被害拡大抑止、早期復旧 
レジリエントデザイン（LCP、BCP）
の導入 汚水の適正処理 汚水浄化（浄化槽の設置）  
水周りの衛生管理 
衛生的な水回り環境（菌、ウイルス 
の拡散防止）を維持可能とする設計 
上の工夫 
 
ゴール 
14 
水域生態系の保全・ 
汚水排出による海洋汚染の防止 
汚水浄化（浄化槽の設置）、雨水浸
透（合流式下水道の負荷低減） 
ゴール 
12 
等に 
集約 
 
 
濁水流出への配慮 
排水基準値を大幅に下回る濁水の 
排水 上下水道施設、給排水設備の維持管
理 
上下水道施設、給排水設備の 
定期点検 
 
 
海洋汚染の防止に資する建築資材の 
生産と廃棄 
ブラスチック製品の使用抑制、代替、 
再利用 水に関する生態系の保全・回復 緑化、ブラウンフィールド対策  
ゴール 
7 
生活必需品としてのエネルギー エネルギー貧困撲滅への取り組み  
省エネルギー対策・パッシブデザイ
ン 
省エネルギーに資する設計上の工
夫、パッシブデザイン 
 
ゴール 
15 
陸域生態系の保全 
外構や屋上、壁面の緑化などの 
生物多様性保全への配慮 
集約 
しない 
 
創エネルギー対策・再生可能エネル
ギー 
創エネルギーに資する設計上の工
夫、再生可能エネルギーの利用 
 
森林保全への配慮 
持続可能な木材資源の利用 
（認証材のサプライチェーン 
マネジメント）、地域材の活用 
 
蓄エネルギー 蓄電・蓄熱（蓄電池、PCM の採用等）  
エネルギーミックス 再生可能エネルギー、分散型エネルギーシステム 
 
 
木材資源の有効利用 
建築解体時に発生する木材（古材）
の再利用、型枠、梱包材への配慮 
エネルギーマネジメント 
エネルギーマネジメントシステム
（HEMS、BEMS 等）の導入、モニ
タリング 
 
 
ゴール 
16 
プライバシーの確保 外部からの視線を遮る安心設計 
ゴール 
12 
等に 
集約 
 犯罪発生抑止 犯罪環境設計（CPTED） 
非常時のエネルギー資源の確保 LCP、BCP、非常用エネルギー（非常用電源等）の確保 
 防犯設備の運用・管理 防犯設備の定期的な点検 
 建設に関わる法令等の遵守 コンプライアンス対策 
ゼロエネルギーデザイン ZEH、ZEB に向けた取り組み  調達における公正な取引の実施 フェアトレード対策 
ライフサイクルデザイン 
LCCM に向けた取り組み、エネルギ
ー消費、CO2 削減への継続的取り組
み 
 サプライチェーンマネジメント 資材調達時の環境への配慮 
 
ゴール 
17 
トレーサビリティーの確保された 
建材・設備の使用 資材調達時における調達先への配慮 
集約 
しない 
 
ゴール 
8 
建物利用者の知的生産性を高める 
建築空間の創出 
知的生産性を高める環境を創出する
制御システムの導入、コミュニケーシ
ョンスペース/リラクゼーションスペー
ス/リフレッシュスペース等の確保 
集約 
しない 
 
地域住民に配慮した建築計画 
コミュニケーションを取りやすい取
り組み（まちなみ・景観への配慮、
地域自治会等のコミュニティ活性
化、居住者の孤立化の防止等） 
 
 
 
建物利用者の働きがいを保つことが
できる空間の創出 
建物利用者の健康性・快適性・安全
性への配慮、スマートウェルネス 
 
関係者とのパートナーシップの推進 
サプライチェーンマネジメント、 
共有価値の創出  
リサイクル、廃棄物削減による省資
源化、再資源化 
住宅、建築物の生産、廃棄の各段階
における廃棄物の発生量軽減に向け
た工夫 
 アフターサービス制度の導入 
 コミュニケーションを促進する ICT 
環境の整備  
表 4 本研究にて作成した評価項目一覧 
No. 項目名 No. 項目名 No. 項目名 
G1 
ゴール 1 の内容はゴール 12 等に集約 
されている 
G8 
8.3.5 
持続可能な森林から産出された 
木材を使用する 
G12 
12.2.1 
持続可能性の向上に寄与する 
建材の調達に取組む 
G2 
ゴール 2 の内容はゴール 12 等に集約 
されている 8.3.6 
部材の再利用可能性向上へ取り 
組む 
12.3.1 空調配管を維持管理する 
12.3.2 給排水管を維持管理する 
G3 
3.1.1 快適な室温を確保する 8.4.1 躯体材料を長く使う 12.3.3 電気配線を維持管理する 
3.1.2 断熱性能を高める 8.4.2 外装仕上げ材を長く使う 12.3.4 通信配線を維持管理する 
3.1.3 均質な温熱環境を作る 8.4.3 内装仕上げ材を長く使う 12.3.5 設備機器を維持管理する 
3.2.1 室内の明るさを高める 8.4.4 自然災害に耐える 
12.3.6 
バックアップスペースを確保す 
る 3.2.2 窓面のまぶしさを抑える 8.4.5 防火性能を向上させる 
3.2.3 適切な照明を備える 
8.5.1 
地域資源の活用や住文化の継承 
に取り組む 
12.4.1 汚水を正しく処理する 
3.3.1 適切な換気対策をする 12.4.2 大気汚染防止に貢献する 
3.3.2 適切な湿度制御をする 
G9 
9.1.1 
エネルギーに関する最新の技術 
を採用する 
12.4.3 土壌汚染を防ぐ 
3.3.3 室内の空気質について対策する 12.4.4 各種資源の品質を守る 
3.3.4 禁煙に関して配慮をする 
9.1.2 
地域との先端的な連携に取り組 
む 
12.4.5 材料使用量を削減する 
3.3.5 水回りの衛生を維持する 12.4.6 建築躯体等を継続して使用する 
3.4.1 遮音・吸音性能を確保する 
9.2.1 
リフレッシュスペースを確保す 
る 12.4.7 
躯体材料においてリサイクル材 
を使用する 3.5.1 建物の防犯対策を施す 
3.6.1 バリアフリー対策を施す 9.2.2 先進的な通信技術を採用する 
12.4.8 
躯体材料以外においてリサイク 
ル材を使用する 3.7.1 院内感染を防ぐ 9.3.1 内部設備を守る 
3.8.1 騒音・振動・悪臭を低減する 
9.3.2 
空調・換気設備の信頼性を確保す 
る 12.4.9 
部材の再利用可能性向上へ取り 
組む 3.8.2 風害・日照阻害を低減する 
3.8.3 光害を低減する 
9.3.3 
給排水・衛生設備の信頼性を確保 
する 
12.5.1 節水機器を採用する 
3.8.4 ヒートアイランド化を抑制する 12.5.2 雨水等を利用する 
3.8.5 
周辺への化学物質の飛散を低減 
する 
9.3.4 電気設備の信頼性を確保する 12.5.3 廃棄物の発生を抑える 
9.3.5 
機械・配管支持方法の信頼性を確 
保する 
12.5.4 エネルギーを管理する 
G4 
4.1.1 家庭の学習スペースを整える 
12.6.1 
周辺への化学物質の飛散を低減 
する 4.2.1 快適な室温を確保する 9.3.6 通信配線の信頼性を確保する 
4.2.2 断熱性能を高める 
9.4.1 
敷地のハザードを確認し、情報を 
共有する 
12.7.1 CO2 削減に向けて取り組む 
4.2.3 室内の明るさを高める 
12.8.1 
生産・流通過程における環境性、 
社会性、経済性を考慮した資材・ 
建材の調達に取り組む 
4.2.4 適切な換気対策をする 
9.5.1 
防災に関する最新の技術を採用 
する 4.2.5 室内の空気質について対策する 
4.2.6 遮音・吸音性能を確保する 
G10 
ゴール 10 の内容はゴール 5 等に集約 
されている 
G13 
13.1.1 CO2 削減に向けて取り組む 
4.3.1 学校の学習スペースを整える 13.1.2 フロン・ハロンの放出を防ぐ 
4.3.2 学習に必要な設備を整える 
G11 
11.1.1 
環境性能を確保しつつ、建築の取 
得費用、ランニングコストを低減 
させる 
13.2.1 ヒートアイランド化を抑制する 
4.4.1 
すべての人が学習を受けられる 
環境を整える 
13.3.1 快適な室温を確保する 
13.3.2 断熱性能を高める 
4.5.1 教職員の労働環境を整える 
11.2.1 
自動車利用による交通量や事故 
を減らす 
13.3.3 均質な温熱環境を作る 
G5 
5.1.1 空間のゆとりを作る 
13.3.4 
耐風・飛来物対策、水害対策、土 
砂災害対策をする 5.1.2 バリアフリー対策を施す 11.3.1 地域住民の参加を促す 
5.2.1 
家事負担を軽減する、子育て・介 
護等の負担を軽減する 
11.4.1 大気汚染防止に貢献する 13.4.1 内部設備を守る 
11.4.2 汚水を正しく処理する 
13.4.2 
空調・換気設備の信頼性を確保す 
る 5.3.1 LGBT に配慮する 11.4.3 雨水の流出を抑制する 
5.4.1 個人に合わせて空調を制御する 11.4.4 土壌汚染を防ぐ 
13.4.3 
給排水・衛生設備の信頼性を確保 
する 
G6 
6.1.1 節水機器を採用する 11.5.1 内部設備を守る 
6.2.1 雨水等を利用する 
11.5.2 
空調・換気設備の信頼性を確保す 
る 
13.4.4 電気設備の信頼性を確保する 
6.3.1 地下水系に配慮する 
13.4.5 
機械・配管支持方法の信頼性を確 
保する 6.4.1 雨水の地下浸透に努める 
11.5.3 
給排水・衛生設備の信頼性を確保 
する 6.4.2 土壌汚染を防ぐ 13.4.6 通信配線の信頼性を確保する 
6.5.1 汚水を正しく処理する 11.5.4 電気設備の信頼性を確保する 
13.4.7 
敷地のハザードを確認し、情報を 
共有する 6.6.1 水回りの衛生を維持する 
11.5.5 
機械・配管支持方法の信頼性を確 
保する 6.7.1 給排水設備の信頼性を確保する 
G14 
ゴール 14 の内容はゴール 12 等に集約 
されている 
G7 
7.1.1 熱負荷の削減に取り組む 11.5.6 通信配線の信頼性を確保する 
7.1.2 
自然エネルギーの直接利用に取 
り組む 11.5.7 
敷地のハザードを確認し、情報を 
共有する 
G15 
15.1.1 敷地内を積極的に緑化する 
15.2.1 土壌汚染を防ぐ 
7.1.3 
省エネ性能の高い設備機器・シス 
テムを採用する 
11.5.8 敷地・外構の防犯対策を施す 
15.3.1 
持続可能な森林から木材を調達 
する 
11.6.1 
良好なまちなみ・景観形成に取り 
組む 7.2.1 創エネに取り組む 15.4.1 古材を再利用する 
7.3.1 蓄エネに取り組む 11.7.1 生物環境を守る 
G16 
ゴール 16 の内容はゴール 12 等に集約 
されている 
7.4.1 
地域における分散型エネルギー 
システムと連携する 
11.8.1 騒音・振動・悪臭を低減する 
11.8.2 風害・日照阻害を低減する 
G17 
17.1.1 
持続可能性の向上に寄与する建 
材の調達に取り組む 7.5.1 エネルギーを管理する 11.8.3 光害を低減する 
7.6.1 非常時にエネルギーを確保する 11.8.4 ヒートアイランド化を抑制する 
17.2.1 
近隣とのコミュニケーションを 
促す 7.7.1 CO2 削減に向けて取り組む 11.9.1 空間・施設機能を提供する 
G8 
8.1.1 快適な室温を確保する 
11.10.1 
地域との先端的な連携に取り組 
む 17.2.2 
地域のコミュニティ活動と連携 
する 8.1.2 断熱性能を高める 
8.1.3 室内の明るさを高める 11.11.1 歴史を継承する 
17.3.1 
生産・流通過程における環境、社 
会、経済の改善に向けた、関係者 
との協働に取り組む 
8.1.4 適切な換気対策をする 
11.12.1 
環境配慮建築のラベリング・認証 
を活用する 8.1.5 室内の空気質について対策する 
8.1.6 遮音・吸音性能を確保する 
G12 
12.1.1 躯体材料を長く使う 
17.4.1 
良好なまちなみ・景観形成に取り 
組む 8.2.1 知的生産性を高める場を創る 12.1.2 外装仕上げ材を長く使う 
8.3.1 材料使用量を削減する 12.1.3 内装仕上げ材を長く使う 17.5.1 ICT 環境を整備する 
8.3.2 建築躯体等を継続して使用する 12.1.4 空調換気ダクトを長く使う    
8.3.3 
躯体材料においてリサイクル材 
を使用する 
12.1.5 空調・給排水配管を長く使う    
12.1.6 主要設備機器を長く使う    
8.3.4 
躯体材料以外においてリサイク 
ル材を使用する 
12.1.7 自然災害に耐える    
12.1.8 防火性能を向上させる    
 
